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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 24日 (2005.1.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
　 予 圧 ば ね を 第 二 外 側 デ ィ ス ク に 向 け 押 圧 し て 、 こ の 予 圧 ば ね を 圧 縮 し た 状 態 で 挟 持 で き
る が 、 適 正 な 予 圧 よ り も 小 さ な 予 圧 し か 付 与 で き な い 厚 さ 寸 法 を 有 す る 係 止 環 を 係 止 溝 に
組 み 付 け た 状 態 で 、 各 部 の 寸 法 を 測 定 す る 事 に よ り 、 の 片 面 と 上 記 第 二
外 側 デ ィ ス ク の 外 側 面 と の 間 隔 で あ る 、 上 記 予 圧 ば ね の 為 の ば ね 隙 間 の 寸 法 を 測 定 し た 後
、 こ の ば ね 隙 間 を 所 望 の 予 圧 付 与 の 為 に 適 正 な 大 き さ に す べ く 、 よ り 厚 さ 寸 法 の 大 き な 係
止 環 に 組 み 付 け 替 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 に よ り 組 み 立 て る ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機
は 、 回 転 軸 と 、 こ の 回 転 軸 の 一 端 部 に 、 内 側 面 を こ の 回 転 軸 の 中 央 側 に 向 け た 状 態 で 支 持
さ れ た 第 一 外 側 デ ィ ス ク と 、 こ の 回 転 軸 の 中 間 部 他 端 寄 り 部 分 に 、 内 側 面 を こ の 回 転 軸 の
中 央 側 に 向 け た 状 態 で 、 こ の 回 転 軸 の 軸 方 向 に 亙 る 変 位 自 在 に 支 持 さ れ た 第 二 外 側 デ ィ ス
ク と 、 こ の 第 二 外 側 デ ィ ス ク の 外 側 面 よ り も 突 出 し た 上 記 回 転 軸 の 他 端 部 に 形 成 さ れ た 係
止 溝 に 係 止 さ れ た 係 止 環 と 、 こ の 回 転 軸 上 に 設 け ら れ た 予 圧 ば ね と 、 上 記 第 一 外 側 デ ィ ス
ク を こ の 第 二 外 側 デ ィ ス ク に 押 圧 し つ つ 上 記 回 転 軸 と 共 に 回 転 さ せ る 為 、 こ れ ら 第 一 外 側
デ ィ ス ク と 回 転 軸 と の 間 に 設 け ら れ た 押 圧 装 置 と 、 そ の 内 側 面 を こ の 第 一 外 側 デ ィ ス ク の
内 側 面 に 対 向 さ せ た 状 態 で 上 記 第 一 、 第 二 外 側 デ ィ ス ク と 同 心 に 、 且 つ こ れ ら 第 一 、 第 二
外 側 デ ィ ス ク 及 び 上 記 回 転 軸 と は 独 立 し た 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 第 一 内 側 デ ィ ス ク と 、 そ
の 内 側 面 を 上 記 第 二 外 側 デ ィ ス ク の 内 側 面 に 対 向 さ せ た 状 態 で 上 記 第 一 内 側 デ ィ ス ク と 同
心 に 、 且 つ こ の 第 一 内 側 デ ィ ス ク と 同 期 し た 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 第 二 内 側 デ ィ ス ク と 、
上 記 第 一 外 側 デ ィ ス ク と 第 一 内 側 デ ィ ス ク と の 間 部 分 で 、 こ れ ら 各 デ ィ ス ク の 中 心 軸 と 交
差 す る 事 は な い が 、 こ の 中 心 軸 の 方 向 に 対 し て 直 角 方 向 と な る 捻 れ の 位 置 に 存 在 す る 複 数
本 の 第 一 枢 軸 と 、 こ れ ら 各 第 一 枢 軸 を 中 心 と し て 揺 動 す る 複 数 個 の 第 一 ト ラ ニ オ ン と 、 こ

ば ね 受 け プ レ ー ト



れ ら 各 第 一 ト ラ ニ オ ン の 内 側 面 か ら 突 出 し た 第 一 変 位 軸 と 、 こ れ ら 各 第 一 変 位 軸 の 周 囲 に
回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 上 記 第 一 外 側 デ ィ ス ク の 内 側 面 と 第 一 内 側 デ ィ ス ク の 内 側
面 と の 間 に 挟 持 さ れ た 複 数 個 の 第 一 パ ワ ー ロ ー ラ と 、 上 記 第 二 外 側 デ ィ ス ク と 第 二 内 側 デ
ィ ス ク と の 間 部 分 で 、 こ れ ら 各 デ ィ ス ク の 中 心 軸 と 交 差 す る 事 は な い が 、 こ の 中 心 軸 の 方
向 に 対 し て 直 角 方 向 と な る 捻 れ の 位 置 に 存 在 す る 複 数 本 の 第 二 枢 軸 と 、 こ れ ら 各 第 二 枢 軸
を 中 心 と し て 揺 動 す る 複 数 個 の 第 二 ト ラ ニ オ ン と 、 こ れ ら 各 第 二 ト ラ ニ オ ン の 内 側 面 か ら
突 出 し た 第 二 変 位 軸 と 、 こ れ ら 各 第 二 変 位 軸 の 周 囲 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 上 記
第 二 外 側 デ ィ ス ク の 内 側 面 と 第 二 内 側 デ ィ ス ク の 内 側 面 と の 間 に 挟 持 さ れ た 複 数 個 の 第 二
パ ワ ー ロ ー ラ と を 備 え る 。
　 本 発 明 の ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 は 、 こ の 様 な ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 を 、
上 記 予 圧 ば ね に よ り 、 上 記 各 パ ワ ー ロ ー ラ の 周 面 と 上 記 各 外 側 デ ィ ス ク 及 び 上 記 各 内 側 デ
ィ ス ク の 内 側 面 と の 当 接 圧 を 所 望 値 に し た 状 態 で 組 み 立 て る も の で あ る 。
　 こ の 様 な 本 発 明 の ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 は 、 上 記 第 一 外 側 デ ィ ス ク を 上 記
回 転 軸 及 び 押 圧 装 置 を 介 し て 上 記 第 一 内 側 デ ィ ス ク に 、 押 し 付 け 力 を 所 望 値 に 規 制 し つ つ
押 圧 す る と 同 時 に 、 上 記 第 二 外 側 デ ィ ス ク を 上 記 第 二 内 側 デ ィ ス ク に 、 押 し 付 け 力 を 所 望
値 に 規 制 し つ つ 押 圧 し た 状 態 で 、 上 記 係 止 溝 に 所 望 厚 さ を 有 す る 上 記 係 止 環 を 組 み 付 け る
。
　 特 に 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 の 場 合 に は 、 上 記 押 し 付
け 力 の 所 望 値 が 、 最 適 な 予 圧 力 に 相 当 す る 大 き さ で あ り 、 こ の 所 望 値 で 第 一 、 第 二 両 外 側
デ ィ ス ク を 押 圧 し つ つ 係 止 溝 に 係 止 環 を 組 み 付 け る 。
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 の 組 立 方 法 の 場 合 に は 、 先 ず 、 上 記
予 圧 ば ね を 第 二 外 側 デ ィ ス ク に 向 け 押 圧 し て 、 上 記 予 圧 ば ね を 圧 縮 し た 状 態 で 挟 持 で き る
が 、 適 正 な 予 圧 よ り も 小 さ な 予 圧 し か 付 与 で き な い 厚 さ 寸 法 を 有 す る 係 止 環 を 係 止 溝 に 組
み 付 け た 状 態 で 、 各 部 の 寸 法 を 測 定 す る 事 に よ り 、 の 片 面 と 上 記 第 二 外
側 デ ィ ス ク の 外 側 面 と の 間 隔 で あ る 、 上 記 予 圧 ば ね の 為 の ば ね 隙 間 の 寸 法 を 測 定 す る 。 そ
の 後 、 こ の ば ね 隙 間 を 所 望 の 予 圧 付 与 の 為 に 適 正 な 大 き さ に す べ く 、 よ り 厚 さ 寸 法 の 大 き
な 係 止 環 に 組 み 付 け 替 え る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 場 合 に は 、 先 ず 、 上 記 第 一 、 第 二 の 油 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ７ 、 ４ ８ に よ り 前 記 入 力
軸 １ ５ ａ の 一 端 面 と 上 記 ば ね 受 け プ レ ー ト ４ ５ と を 押 圧 し 、 こ の ば ね 受 け プ レ ー ト ４ ５ の
背 面 側 に 上 記 係 止 溝 ４ ３ を 露 出 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 係 止 溝 ４ ３ に 、 最 適 な 予 圧 力 を 得 る
の に 必 要 な も の よ り も 小 さ め の 厚 さ 寸 法 Ｔ 4 4 を 有 す る 係 止 環 ４ ４ を 組 み 付 け る 。 即 ち 、 上
記 係 止 溝 ４ ３ に 始 め に 組 み 付 け る 係 止 環 ４ ４ に よ っ て は 、 上 記 ば ね 受 け プ レ ー ト ４ ５ と 前
記 入 力 側 デ ィ ス ク の 外 側 面 と の 間 で 前 記 皿 板 ば ね ３ ７ を 圧 縮 し た 状 態 で 挟 持 で き る が
、 適 正 な 予 圧 よ り も 小 さ な 予 圧 し か 付 与 で き な い 。 但 し 、 こ の 状 態 で は 、 構 成 各 部 材 同 士
の 間 に 、 が た つ き に 結 び 付 く 様 な 隙 間 は 存 在 し な い 状 態 と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ こ で 、 こ の 状 態 で 、 各 部 の 寸 法 を 測 定 す る 事 に よ り 、 上 記 ば ね 受 け プ レ ー ト ４ ５ の 片
面 （ 図 １ の 左 面 ） と 上 記 入 力 側 デ ィ ス ク ２ Ａ の 外 側 面 と の 間 隔 で あ る 、 上 記 皿 板 ば ね ３ ７
の 為 の ば ね 隙 間 ５ ７ の 厚 さ 寸 法 Ｔ 5 7 を 測 定 す る 。 即 ち 、 上 記 小 さ め の 厚 さ 寸 法 Ｔ 4 4 を 有 す
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る 係 止 環 ４ ４ を 組 み 付 け た 状 態 で 、 基 準 面 と な る 前 記 壁 部 ５ ０ の 外 側 面 か ら 、 上 記 ば ね 受
け プ レ ー ト ４ ５ の 外 側 面 ま で の 距 離 Ｌ 4 5 と 、 上 記 入 力 側 デ ィ ス ク ２ Ａ の 外 側 面 外 径 寄 り 部
分 ま で の 距 離 Ｌ 2 A と を 測 定 す る 。 又 、 上 記 皿 板 ば ね ３ ７ を 突 き 当 て る 上 記 入 力 側 デ ィ ス ク
２ Ａ の 外 側 面 内 径 寄 り 部 分 と こ の 外 側 面 の 外 径 寄 り 部 分 と の 段 差 Ｈ 2 A

は 、 予 め 測 定 し て お く 。 そ し て 、 こ れ ら 各 測
定 値 か ら 、 上 記 ば ね 隙 間 ５ ７ の 厚 さ 寸 法 Ｔ 5 7 ｛ ＝ Ｈ 2 A ＋ Ｌ 2 A － Ｔ 4 5 － Ｌ 4 5 ｝ を 求 め る 。 一
方 、 上 記 皿 板 ば ね ３ ７ を 圧 縮 す る 事 に よ り 得 ら れ る 荷 重 と 、 こ の 皿 板 ば ね ３ ７ の （ 圧 縮 し
た 状 態 で の ） 厚 さ と の 関 係 は 、 予 め 分 っ て い る 。 そ こ で 、 上 記 ば ね 隙 間 ５ ７ の 厚 さ 寸 法 Ｔ

5 7 が 分 っ た な ら ば 、 こ の ば ね 隙 間 を 所 望 の 予 圧 付 与 の 為 に 適 正 な 大 き さ に す べ く 、 よ り 大
き な 厚 さ 寸 法 Ｔ 4 4 を 有 す る 係 止 環 ４ ４ に 組 み 付 け 替 え る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 図 示 の 例 で は 、 係 止 溝 ４ ３ に 係 止 環 ４ ４ を 組 み 付 け る 作 業 を 、 ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変
速 機 を 収 納 す る ケ ー シ ン グ ４ ９ 内 で 行 な う 様 に し て い る が 、 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 、 上 記
組 み 付 け 作 業 を ケ ー シ ン グ ４ ９ 外 で 行 な っ た 後 、 上 記 係 止 環 ４ ４ を 組 み 付 け た 入 力 軸 １ ５
ａ を ケ ー シ ン グ ４ ９ 内 に 組 み 付 け る 様 に し て も 良 い 。 又 、 入 力 軸 １ ５ ａ の 一 端 面 や ば ね 受
け プ レ ー ト ４ ５ を 押 圧 す る ア ク チ ュ エ ー タ は 、 図 示 の 様 な 油 圧 ピ ス ト ン に 限 ら ず 、 送 り ね
じ 機 構 等 、 他 の 構 造 の も の で あ っ て も 良 い 。 更 に は 、 係 止 環 と 入 力 側 デ ィ ス ク の 外 側
面 と を 、 直 接 当 接 さ せ る 事 も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 皿 板 ば ね ３ ７ 等 の 予 圧 ば ね を 、 上 記
入 力 軸 １ ５ ａ の 外 側 面 に 固 設 し た 鍔 部 と 、 別 の 入 力 側 デ ィ ス ク の 外 側 面 と の 間 に 設 け る 。
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、 及 び 上 記 ば ね 受 け
プ レ ー ト ４ ５ の 外 径 寄 り 部 分 の 厚 さ 寸 法 Ｔ 4 5
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